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２ 特別研究

２．１ 遺伝子工学の基礎（生物分野）

(1) 研究開発の課題（概要）

植物のプロトプラストは酵素処理で容易に作成することができ、光学顕微鏡で観察し

ながら異種細胞間での細胞融合を行うことができる。実習の後に、岐阜大学応用生物科

学部・福博一教授に、植物育種や細胞工学の最先端の話題を講義していただいた。カリ

キュラム変更のため、２年生でも行い、ワークショップは

３年の１学期に計画した。

(2) 研究開発の経緯

ア 生徒実験「プロトプラスト作成と細胞融合」(本校)

イ 特別講義 岐阜大学 福井教授（本校）

ウ ワークショップ「組織培養」（岐阜大学）

(3) 仮説（ねらい、目標）

ア 植物細胞のプロトプラストを作り、異種細胞間での細胞融合を観察する。

イ 実験操作を通じて、器具の扱いや各操作の目的および原理への理解を深める。

ウ 講義を通じて、植物のバイオテクノロジーについての知見を得る。

(4) 研究の方法および内容

ア 対象生徒

３年生理系生物選択者 43名 ２年 25名

イ 実施日時等

(ｱ) 生徒実験 本校 生物実験室

３年１組 ５月10日（金）（実験）

３年２組 ５月28日（火）（実験）

２年１・２組 11月14日（木）（実験）

(ｲ) 特別講義

３年 ６月11日（火）視聴覚教室 ２年 11月21日（木）生物講義室

講師 岐阜大学応用生物科学部 教授 福井 博一 先生

ウ 実施内容

(ｱ) 生徒実験

赤と黄のバラの花弁でプロトプラストを作成し、

観察した。細胞が融合する過程も観察した。

(ｲ) 特別講義

「植物のバイオテクノロジー」という題で、講義

をしていただいた。

(5) 検証（成果と反省）

ア 事後アンケートから（３年も２年もほぼ同じであったので２年生を掲載）

全員の生徒が興味・関心を持ち、内容は理解できたと答えた。特に言葉の確認にな

ってしまうプロトプラスト、細胞融合については実習により理解が深まったと答えた。

また、植物のバイオテクノロジーについても知識が深まったと答えている。

イ 生徒の感想から

福井先生の講義を受けて、多くの生徒たちが、今まで思っていたバイオテクノロジー

についての考え方が変わり、バイオテクノロジーは最先端の科学でとても難しい技術で

はなく、すでに私たちの生活にとても身近な応用科学になっているということがよくわ

かったと書いている。

ウ 検証

アンケート、生徒の感想から判断して、この特別研究は仮説を果たしたといえる。

細胞を分離する生徒
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（１）内容に興味・関心を持てましたか？

（２）内容は理解できましたか？

（３）将来の自分の進路選択の参考に

なりましたか？

（４）今回のような科学や技術について

もっと学んでみたいと思いますか？

はい 大体そうである あまりそうではない いいえ （％）
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①プロトプラスト・細胞融合の理解

②器具の扱いや各操作の目的及び原理への

理解

③植物のバイオテクノロジーについての知識

大変増した やや増した あまり効果がない 効果がない

この取組を通じて次の項目についてどのくらいの向上があがったと感じますか？

（％）


